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８
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
県
民
税
）
二
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
八
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
八
月
三
十
一
日
ま
で

長
門
市
助
役

北
村
尚
氏
に
き
ま
る

さ
る
六
月

三
十
日
で

退
職
の
、

前
助
役
、

林
惣
太
郎

氏
の
後
任

を
き
め
る

臨
時
市
議

会
が
、
七

月
十
六
日

ひ
ら
か
れ

市
長
か
ら

市
助
役
に

は
、
北
村

尚
（
た
か

し
）
氏
を

選
任
し
た
い
旨
の
同
意
を
市
議
会
に
求
め
、
無
記
名
投
票
の
結
果
賛

成
二
十
三
票
、
反
対
四
票
で
、
北
村
尚
氏
助
役
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
・
（
写
真
は
、
新
助
役
に
き
ま
づ
た
北
村
尚
（
た
か
し
）
氏
）

北
村
助
役
は
、
明
治
3
8年
1
0月

2
3日
佐
賀
市
に
生
ま
れ
、
五
高
臨

時
教
員
養
成
所
卒
業
後
、
豊
浦
中

、
徳
山
中
教
諭
、
下
関
工
教
頭
な

ど
を
経
て
、
昭
和
二
十
四
年
四
月

水
産
高
校
長
と
し
て
着
任
、
こ
と

し
三
月
同
校
退
職
。
四
月
、
下
関

市
、
早
鞆
高
校
男
子
部
長
と
な
り

現
在
に
至
る
。

そ
の
間
の
氏
の
業
績
は
、
大
型

実
習
船
建
造
、
校
舎
建
築
な
ど
、

数
お
お
く
、
長
門
市
助
役
就
任
に

は
、
各
方
面
か
ら
大
き
な
期
待
が

も
た
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
地
震
義
え
ん

金
品
ご
寄
贈
者

（
敬
称
略
）

向
陽
小
学
校
児
童
会

三
ノ
瀬
子
ど
も
会

湯
本
子
ど
も
会

小
河
内
子
ど
も
会

殿
台
子
ど
も
会

河
原
子
ど
も
会

長
門
市
連
合
婦
人
会

南
　

コ
ト
（
通
）

河
原
区
民
一
同

三
ノ
瀬
ぽ
民
一
同

仙
崎
小
学
校
職
員
生
徒
一
同

湊
三
区
民
一
同

板
持
二
区
民
一
同

真
木
区
民
一
同

湊
一
区
民
一
同

第
一
生
命
大
津
支
部
職
員
一
同

俵
山
小
学
校
職
員
生
徒
一
同

通
尚
寿
会
連
合
会

正
明
市
三
区
民
一
同

山
小
根
区
民
一
同

板
持
三
区
民
一
同

横
山
市
太
郎
（
殿
台
）

俵
山
温
泉
合
名
会
社

板
持
一
区
民
一
同

市
社
会
福
祉
協
議
会

海
区
漁
業

調
整
委
員

８
月
６
日
に
選
挙

海
区
漁
業
調
整
委
員
の
仕
事
は

、
漁
民
の
み
な
さ
ん
は
よ
く
ご
承

知
で
し
ょ
う
が
、
昭
和
二
十
五
年

に
発
足
以
来
今
日
ま
で
、
県
下
の

沿
岸
漁
業
、
沖
合
漁
業
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
復
雑
な
問
題
の
調
整
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
と
に
昭
和
三
十
七
年
に
は
、

漁
業
法
の
一
部
改
正
、
漁
業
権
の

い
っ
せ
い
切
替
え
　
沿
岸
漁
業
構

造
改
善
事
業
の
推
進
な
ど
委
員
の

任
務
も
重
大
で
、
漁
業
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

八
月
六
日
の
新
委
員
選
手
に
あ

た
っ
て
、
漁
民
の
み
な
さ
ん
は
、

委
員
会
の
活
動
が
直
接
み
な
さ
ん

の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

十
分
認
識
し
て
、
信
頼
の
で
き
る

漁
民
の
代
表
を
選
び
だ
し
、
悔
を

残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

こ
の
一
票

選
ん
で
築
け

明
る
い
漁
村

立
候
補
届
出
期
限

７
月
3
0日

投
票
日
時

８
月
６
日
午
前
七
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で

（
投
書
の
規
定
）
内
容
　
明
る
い

話
題
、
建
設
的
な
ご
意
見
な
ど
を

で
き
る
だ
け
簡
単
に

（
応
募
方
法
）
　
手
紙
、
電
話
で

も
可
、
但
し
住
所
、
氏
名
、
年
令

職
業
を
明
記

市
民
の
要
望
を
市
政
に

導
入
し
て
く
だ
さ
い

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
社
会

教
育
と
し
て
、
政
府
行
政
学
級
な

ど
を
設
け
る
こ
と
も
一
方
法
で
あ

り
ま
し
よ
う
が
、
市
広
報
に
議
会

の
質
問
　
答
辯
を
掲
載
し
て
、
市

民
に
行
政
へ
の
関
心
を
深
か
ら
し

め
る
こ
と
も
ま
た
一
方
法
で
あ
り

ま
し
よ
う
。

さ
る
七
月
五
日
の
Ｎ
紙
を
読
み

ま
し
て
、
市
議
会
の
質
問
。
答
辯

が
か
な
り
詳
し
く
載
つ
て
わ
る
こ

と
に
感
心
し
ま
し
だ
。

市
広
報
は
Ｎ
紙
に
負
け
な
い
編

集
を
し
て
く
だ
さ
い
。

政
治
は
民
主
で
あ
ソ
ま
す
か
ら

、
市
は
こ
こ
に
最
重
点
を
お
い
て

、
市
民
の
た
め
に
、
ち
ゆ
う
ち
よ

し
ゆ
ん
巡
せ
ず
、
こ
の
こ
と
を
勇

気
を
も
っ
て
実
現
し
て
く
だ
さ
い

湯
本
　
漁
協
嘱
託
　
六
五
歳

（
お
こ
た
え
）

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
、

市
議
会
い
質
問
、
答
辯
を
市
広
報

へ
と
あ
り
ま
す
が
、
広
報
と
し
て

の
性
質
上
他
市
町
村
の
状
況
も
調

査
し
た
う
え
、
ご
要
望
に
そ
う
よ

う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

スポーツ 第
1
1
回
市
民
水
泳
大
会

８
月
１
日
大
津
高
プ
ー
ル
で

第
1
1
回
市
民
水
泳

大
会
は
、
八
月
一
日

午
前
九
時
か
ら
、
大

津
高
校
プ
ー
ル
で
行

な
わ
れ
る
。

午
前
九
時
か
ら
小

、
中
、
高
校
生
の
部
。

’
午
後
一
時
か
ら
、
一
般
の
部
、

種
目
は
、
自
由
形
、
背
泳
、
平
泳

バ
タ
フ
ラ
イ
、
リ
レ
ー
、
り
ん
ご

と
り
（
小
学
生
）

第
四
回
部
落
対
抗

ソ
フ
ト
大
会

通
地
区
　
８
月
1
4、
1
5日

通
中
グ
ラ
ン
ド

仙
崎
地
区
　
８
月
1
3
、
1
4
日

仙
崎
小
グ
ラ
ン
ド

深
川
地
区
　
８
月
1
1日

深
川
小
、
中
グ
ラ
ノ
ド

俵
山
地
区
　
８
月
８
日

俵
山
中
グ
ラ
ン
ド

市
決
勝
大
会
　
８
月
2
3日

長
門
高
野
球
場

参
加
資
格
　
　
長
門
市
民
で
、
出

場
チ
ー
ム
の
該
当
部
落
に
居

住
し
、
生
活
を
し
て
い
る
も

の
。
た
だ
し
、
市
外
か
ら
の

帰
省
者
の
出
場
は
認
め
る
が

学
生
の
合
宿
は
認
め
な
い
。

チ
ー
ム
編
成
　
　
区
長
の
お
か
れ

て
い
る
行
政
部
落
を
単
位
と

し
、
チ
ー
ム
数
は
制
限
な
い

が
次
の
年
令
制
限
を
す
る
。

・
満
三
○
一
三
九
歳
　
二
名

＠
満
四
〇
歳
以
上
（
又
は
女
子

）
　一
名

⑥
女
子
　
二
名
（
こ
の
う
ち
一

名
は
　
満
四
五
歳
以
上
の
男

子
で
も
よ
い
）

画
年
令
に
関
係
な
い
者
　
四
名

市
決
勝
大
会
は
、
通
、
俵
山
は
一

、
二
位
の
チ
ー
ム
。
仙
崎
、
深
川

は
一
、
二
、
三
位
チ
ー
ム
が
出
場

で
き
ろ
。

小
学
校
競
泳
カ
テ
ス
ト

８
月
1
6日
深
川
小
で

市
民
水
泳
大
会
の
結
果
に
よ
り

、
小
学
生
の
う
ち
か
ら
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
た
も
の
を
対
象
に
記

録
会
を
行
な
う
も
の
。

県
下
で
五
十
位
ま
で
に
は
、
山

口
県
水
泳
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
る

競
技
種
目

自
由
型
、
背
泳
、
平
泳
（
い
ず

れ
も
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
リ
レ
ー

こ
こ
で
泳
い
で
は
ダ
メ

水
泳
禁
止
区
域
き
ま
る

夏
に
は
、
水
難
事
故
が
各
地
で

お
き
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
子
ど

も
た
ち
を
水
難
か
ら
守
る
た
め
、

市
内
で
泳
い
で
は
い
け
な
い
水
泳

禁
止
区
域
が
、
次
の
よ
う
に
き
ま

り
ま
し
た
。

（
通
　
地
区
）

南
野
の
浜
し
尿
処
理
場
を
中
心

と
し
た
東
西
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
間
。

浮
防
波
堤
か
ら
田
ノ
浦
波
止
場

の
間
）

段
の
波
止
場
内
、

（
青
海
島
地
区
）

青
海
部
落
の
全
溜
池
。

青
海
湖
。
大
泊
湾
内
。
瀬
戸
。

大
日
比
川
と
川
口
附
近
。
大
泊

大
日
比
棧
橋
附
近
。

（
仙
崎
地
区
）

水
産
高
校
前
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

と
白
潟
湾
内
の
一
部
を
除
く

仙
崎
湾
海
岸
全
部
。

水
産
試
験
場
附
近
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
と
極
楽
寺
裏
附
近
、
田

屋
裏
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
除

く
西
海
岸
全
域
。

（
深
川
地
区
）

大
津
高
校
前
の
一
部
を
除
く
湊

、
田
屋
海
岸
全
域
。

湊
湾
内
と
妙
見
山
周
辺
。

後
ケ
迫
か
ら
深
川
川
の
鉄
橋
下

一
帯
。

観
月
橋
旧
ポ
ン
プ
小
屋
附
近
。

井
出
口
淵
。
溜
池
全
部
。

（
向
陽
地
区
）

岡
崎
の
下
と
大
谷
山
荘
上
、

か
け
の
淵
、
四
坊
い
で
の
上
下

、
お
染
の
淵
以
上
を
除
く
、
音

信
川
全
域
と
全
溜
池
。

（
渋
木
地
区
）

真
木
大
島
の
竹
や
ぶ
。
市
ノ
尾

柿
木
淵
。
渋
木
座
頭
淵
。

（
俵
山
地
区
）

湯
町
浄
化
槽
下
か
ら
福
田
製
材

所
ま
で
の
約
一
キ
ロ
の
間
。

出
台
橋
か
ら
下
へ
小
島
の
前
ま

で
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
間

レ
ン
ト
ゲ
ン

住
民
検
診

８
月
５
日
　
1
1
時
―
1
5
時

通
公
民
館

８
月
５
日
　
1
9
時
―
2
1
時

通
第
五
支
部
ク
ラ
ブ

８
月
６
日
　
1
0
時
ー
1
4
時

田
ノ
浦
ク
ラ
ブ

８
月
７
日
　
1
0
時
ー
1
4
時

大
日
比
公
会
堂

８
月
2
1
日
　
1
1
時
ー
1
3
時

大
畑
小
、
大
峠
分
校

８
月
2
7
日
　
1
1
時
ー
1
3
時

青
海
、
清
福
寺

８
月
2
8
日
　
1
0
時
ー
1
3
時
半

青
海
島
小
学
校

潜
在
看
護
婦
の
調

査

看
護
婦
免
許
を
お
も
ち
の
方
で

、
現
在
、
就
業
し
て
い
な
い
方
は

、
市
役
所
衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

保
母
試
験
が

あ
り
ま
す

（
試
験
の
場
所
）

山
口
市
宮
野

山
口
女
子
短
期
大
学

（
試
験
日
）

筆
記
試
験

九
月
七
日
・
八
日
（
二
日
間

）
実
技
試
験

九
月
九
日
か
十
日
の
う
ち
、

一
日
間

（
そ
の
他
）

受
験
資
格
な
ど
、
く
わ
し
い
こ

と
は
、
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

県
職
員
（
中
級
、
初
級
）

学
校
事
務
職
員
試
験

（
種
類
）

中
級
　
保
母
．
衛
生
検
査
技
師

初
級
　
事
務
、
土
木
、
農
業
、

林
業
、
農
業
土
木
　
建

築
、
電
気
、
機
械
、
水

産
、
化
学

小
、
中
学
校
初
級

事
務

（
試
験
日
と
場
所
）

９
月
1
3日

県
立
萩
高
校
ほ
か

（
順
々
受
付
け
）

８
月
１
日
か
ら
９
月
５
日

（
そ
力
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

総
務
課
へ
。

香
典
返
し

田
　
屋
　
　
　

田
中
仁
三
郎
さ
ん

正
明
市
三
区
　
柳
井
九
郎
さ
ん

下
　
郷
　
　
　
杉
田
正
次
さ
ん

鳥
越
町
　
　
　
五
島
　
寛
さ
ん

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

個
人
事
業
税（
前
期
分
）

８
月
1
6日
か
ら
3
1日
ま
で
に
、

必
ら
ず
完
納
い
た
し
ま
し
よ
う
。

沖
縄
戦
歿
者
供
養

塔
が
高
野
山
に

第
二
次
世
界
大
戦
で
沖
縄
ほ
ど

、
悲
さ
ん
な
戦
禍
を
こ
う
む
つ
た

島
は
、
世
界
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

沖
縄
で
は
、
二
二
〇
余
り
の
納

骨
所
や
慰
需
塔
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
に
は
ま
だ
、
全
沖
縄
戦
戦
没

者
の
供
養
塔
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
昭
和
三
十
六
年
十
二
月

沖
縄
の
マ
ブ
二
で
、
高
野
山
大
学

生
な
ど
が
遣
骨
を
あ
つ
め
、
そ
の

一
部
を
高
野
山
へ
持
ら
帰
っ
た
の

を
機
会
に
「
沖
縄
戦
戦
没
者
供
養

塔
」
を
建
て
、
こ
と
し
の
八
月
十

五
日
に
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
る
予

定
。い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
沖
縄
ま
で

巡
拝
で
き
な
い
遺
族
の
方
た
ち
の

慰
め
の
た
め
建
立
基
金
（
一
口
三

〇
〇
円
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
り
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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あ
な
た
の
善
意
を

あ
ず
か
り
ま
す

長
門
市
善
意
銀
行
開
店

八
月
一
日
か
ら

小
さ
な
善
意
で
も
、
ま
ご
こ
ろ

の
こ
も
っ
た
善
意
を
あ
ず
か
つ
て

、
そ
れ
を
困
っ
て
い
る
人
へ
届
け

る
『
善
意
銀
行
』
が
、
八
月
一
日

か
ら
店
び
ら
き
し
ま
す
。

こ
の
善
意
銀
行
は
、
長
門
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
っ
く
る
も
の
で

、
こ
の
銀
行
で
あ
ず
か
る
口
座
は

１
技
術
、
２
愛
情
、
３
労
力
、
４

献
血
、
５
金
品
の
五
つ
の
口
座
。

あ
ず
か
っ
た
善
意
は
困
っ
た
人

へ
分
配
。
五
つ
の
口
座
に
あ
ず
け

ら
れ
た
善
意
は
、
市
内
の
福
祉
施

設
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち

へ
、
必
要
な
と
き
引
き
出
し
て
渡

さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
。

五
つ
の
口
座
と
は

一
技
術
口
座

理
髪
、
大
工
、
左
官
、
美
容

塗
装
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
料
理

運
転
技
術
、
舞
踊
、
茶
華
道

医
学
、
法
律
学
な
ど
の
学
門

的
知
識
。

二
愛
情
口
座

養
老
院
、
児
童
施
設
な
ど
の

社
会
施
設
へ
の
奉
仕
（
せ
ん

た
く
、
裁
縫
、
育
児
）
一
日

里
親
、
一
日
保
母
、
映
画
招

待
、
浴
場
招
待
、
そ
の
他
、

施
設
の
少
年
、
受
刑
者
と
の

文
通
な
ど
に
よ
る
精
神
的
奉

仕
。

三
労
力
口
座

社
会
福
祉
施
設
や
他
の
公
共

施
設
な
ど
の
清
掃
、
草
と
り

樹
木
草
花
の
手
入
れ
、
道
路

補
修
な
ど
の
労
力
奉
仕

四
献
血
口
座

血
液
登
録
に
よ
る
献
血
奉
仕

五
金
品
口
座

給
料
の
端
数
切
り
捨
て
、
善

意
箱
の
設
置
、
祝
儀
、
内
祝

返
礼
、
香
典
返
し
、
バ
ザ
ー

な
ど
の
催
物
の
純
益
金
や
衣

類
、
そ
の
他
物
品
。

簡
易
保
険

最
高
保
険
金
額

百
万
円
に
引
上
げ

一
家
の
財
産
づ
く
り

に
役
立
つ

ク
ロ
ー
バ
ー
保
険

郵
便
局
の
簡
易
保
険
金
額
が
改

め
ら
れ
、
最
高
保
険
金
額
が
い
ま

ま
で
の
五
〇
万
円
が
、
一
〇
〇
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
保
険
（
ク
ロ
ー

バ
ー
保
険
）
が
で
き
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
は
、
満
期
に

な
っ
た
場
合
五
〇
万
円
、
不
幸
に

し
て
途
中
で
死
亡
さ
れ
た
場
合
一

〇
〇
万
円
、
災
害
な
ど
で
不
慮
の

死
亡
の
場
合
一
五
〇
万
円
支
払
わ

れ
ま
す
。
掛
金
は
わ
ず
か
で
、
生

涯
は
安
心
、
ご
一
家
の
幸
福
の
使

者
と
し
、
き
っ
と
み
な
さ
ん
に
よ

ろ
こ
ば
れ
る
保
険
と
い
え
ま
す
。

７
月
か
ら
長
門
郵
便

局
が
課
を
つ
く
る

上
段
は
新
。
下
段
は
旧

庶
務
室
　
ー
　
庶
務
係

郵
便
課
　
ー
郵
便
係

貯
金
保
険
課
ー
貯
金
係
、
保
険
係

性
犯
罪
の
多
い
夏

防
犯
に
と
ぐ
に
ご
注
意

夏
は
暑
さ
づ
づ
き
の
た
め
に
、

心
が
ゆ
る
み
が
ち
に
な
る
と
と
も

に
、
日
常
の
生
活
も
開
放
的
と
な

る
た
め
に
、
盗
難
や
性
犯
罪
の
被

害
が
毎
年
多
く
な
る
時
期
。

戸
締
ま
り
を
確
実
に

盗
難
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

カ
ギ
の
か
け
忘
れ
が
原
因
。

暑
さ
の
き
び
し
い
時
で
す
が
、

夜
お
や
す
み
の
時
、
外
出
の
時
に

は
、
玄
関
は
も
ち
ろ
ん
勝
手
口
、

便
肭
、
浴
場
の
窓
に
い
た
る
ま
で

、
戸
締
ま
り
を
お
忘
れ
な
く
。

万
一
、
被
害
に
あ
つ
た
場
合
ヽ

犯
人
の
足
あ
と
や
荒
し
た
と
こ
ろ

な
ど
に
は
手
を
ふ
れ
な
い
で
、
す

ぐ
一
一
〇
番
（
警
察
署
）
へ
連
絡

す
る
。性

犯
罪
に
ご
用
心

女
性
の
暗
い
夜
道
の
ひ
と
り
歩

き
は
危
険
で
す
。

毎
日
通
り
っ
け
て
い
る
道
で
も

万
一
に
そ
な
え
人
通
り
の
多
い
明

る
い
道
を
選
ぶ
こ
と
。

夜
お
そ
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

家
族
に
迎
え
て
も
ら
う
か
、
信
頼

で
き
る
人
に
同
伴
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
、
安
全
を
期
し
て
く
だ

さ
い
。

き
わ
だ
っ
て
派
手
な
物
や
、
薄

い
物
を
着
て
い
た
り
、
素
肌
を
必

要
以
上
に
出
し
て
い
た
こ
と
や
、

見
知
ら
ぬ
男
か
ら
話
し
か
け
ら
れ

て
、
不
用
意
な
応
待
を
し
た
こ
と

が
、
被
害
を
う
け
た
原
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

服
装
、
態
度
に
も
十
分
注
意
し

、
ス
キ
を
与
え
な
い
こ
と
が
大
切

性
犯
罪
か
ら

自
分
を
守
る
に
は

第
一
　
被
害
を
う
け
る
よ
う
な

機
会
を
つ
く
ら
な
い
。

第
ニ
　
ス
キ
を
与
え
な
い
。

第
三
　
し
げ
き
的
な
服
装
や
態

度
を
さ
け
る
。

中
学
、
高
校
生
の

夜
の
外
出
は
や
め
よ
う

長
門
市
内
の
各
中
学
校
と
高
等

学
校
は
、
夜
八
時
（
お
祭
り
な
ど

の
特
別
な
場
合
は
十
一
時
）
以
後

は
外
出
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
未
成
年
者
が
夜
間
外

出
す
る
こ
と
は
非
行
化
す
る
第
一

歩
で
あ
り
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
。

夏
は
と
か
く
夜
出
あ
る
き
が
ち

で
、
中
学
、
高
校
生
自
身
が
こ
の

き
ま
り
を
守
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ

ん
、
父
兄
も
十
分
気
を
つ
け
ま
し

よ
う
。
ま
た
、
一
般
の
万
で
も
こ

の
よ
う
な
人
を
兄
つ
け
た
ら
、
勇

気
を
出
し
て
注
意
を
与
え
ま
し
よ

結
核
は
早
く
み
つ
け
て

正
し
い
治
療

結
核
は
、
医
薬
の
進
歩
に
よ
っ

て
、
現
在
で
は
死
亡
す
る
人
は
減

っ
て
い
ま
す
が
、
結
核
患
者
は
減

っ
て
い
ま
せ
ん
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る
集
団
検
診

で
、
小
、
中
学
校
生
徒
の
結
核
患

者
は
減
つ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の

人
は
逆
に
ふ
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

患
者
の
八
割
が
無
自
覚

患
者
の
八
割
ま
で
が
、
無
自
覚

で
か
な
り
病
状
が
す
す
ん
で
か
ら

、
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
核
患
者
を
年
令
別
に
み
る
と
’

、
数
年
前
ま
で
は
、
二
〇
か
ら
四

〇
歳
ま
で
が
、
一
番
多
く
な
っ
て

い
た
が
、
現
在
は
、
六
〇
か
ら
六

九
歳
が
、
一
番
多
く
、
老
人
に
結

核
患
者
が
多
い
い
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。

夏
ま
け
防
止
の
ヒ
ケ
ツ

夏
に
な
る
と
体
が
や
せ
て
き
て

、
い
か
に
を
病
人
ら
し
く
な
る
人

が
あ
り
ま
す
。
健
康
な
人
で
も
暑

さ
が
増
す
と
体
が
い
つ
も
だ
る
く

感
じ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
夏
ま

け
と
い
う
も
の
で
す
。
夏
ま
け
は

病
気
の
抵
抗
力
が
衰
え
た
し
よ
う

こ
で
す
。
夏
を
健
康
に
す
ご
す
に

は
夏
ま
け
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

夏
ま
け
は
、
暑
さ
の
た
め
に
胃

腸
の
働
き
が
弱
り
、
食
べ
物
の
量

も
へ
つ
て
、
冷
た
い
淡
白
な
も
の

を
好
ん
で
食
べ
る
の
で
、
栄
養
が

不
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
り
ま

す
。有

色
野
菜
に
ふ
く
ま
れ
る
カ
ロ

チ
ン
は
、
油
と
Ｉ
し
よ
に
調
理
す

る
と
栄
養
効
率
が
あ
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
剤
に
た
よ
り
す
ぎ
て

食
生
活
を
か
え
り
み
な
い
の
で
は

、
か
え
っ
て
害
が
あ
る
の
で
注
意

し
ま
し
よ
う
。

夏
に
な
る
と
、
ふ
だ
ん
好
き
き

ら
い
の
な
い
人
で
も
好
き
き
ら
い

が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
欲

を
盛
り
た
て
る
た
め
に
は
、
ま
ず

献
立
に
変
化
を
持
た
せ
て
食
欲
を

そ
そ
る
よ
う
な
料
理
法
を
考
え
る

こ
と
で
す
。
料
理
Ｑ
色
、
容
器
、

盛
り
付
け
な
ど
を
く
ふ
う
し
、
さ

ら
に
風
通
し
の
よ
い
涼
し
い
部
屋

で
食
事
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す

食
欲
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

お
茶
づ
け
ご
は
ん
に
漬
物
だ
け
で

食
事
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
っ
っ
し
み
た
い
も
の
で
す
。

出
盛
り
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
よ
う
。

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
に
は
、
天

然
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｂ
Ｉ
、
Ｂ
２

Ｃ
な
ど
が
あ
る
か
ら
で
す
。

劇
団「
い
つ
か

会
」員
募
集

（
募
集
種
類
）

経
営
、
演
出
、
演
技
、
効
果
、

照
明
、
装
置
、
衣
裳
の
各
部

（
資
格
）

だ
れ
で
も
結
構
、
有
意
義
な
余

暇
を
「
い
つ
か
会
」
で
。

（
お
た
ず
ね
は
）

中
央
公
民
館
へ
。

（
過
去
の
上
演
作
品
）

次
郎
案
山
子
（
作
、
榊
原
政
常

）
さ
つ
ぱ
夜
話
（
作
、
竹
内
勇
太

郎
）

父
帰
え
る
（
作
、
菊
地
　
寛

こ
の
小
児
（
作
、
八
木
と
う
一

郎
）

水
泥
棒
（
作
、
真
船
　
豊
）

乞
食
の
歌
（
作
、
津
上
　
忠
）

彦
市
ば
な
し
（
作
、
木
下
順
二

）

み
ん
な
が
参
加
し
よ
う

町
を
キ
レ
イ
に
す
る
市
民
大
会

８
月
４
日
中
央
公
民
館
で

わ
た
し
た
ち
の
周
囲
に
は
、
ゴ

ミ
、
し
尿
を
は
じ
め
、
ハ
エ
、
カ

、
な
ど
数
多
く
の
キ
タ
ナ
イ
も
の

が
散
ら
ば
つ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
も
の
を
な
く
し
、

住
み
よ
い
、
美
し
い
町
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

ゴ
ミ
な
ど
の
処
理
。
ハ
エ
、
カ

、
ゴ
キ
ブ
リ
（
あ
ぶ
ら
虫
）
、
ネ

ズ
ミ
の
駆
除
。
道
路
や
ミ
ソ
の
清

掃
な
ど
は
そ
の
根
本
と
も
い
え
ま

す
。

「
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が
み
ん
な
で

キ
レ
イ
な
町
づ
く
り
」
を
目
標
に

き
た
る
八
月
四
日
、
中
央
公
民
館

で
『
生
活
環
境
を
よ
く
す
る
市
民

大
会
』
が
ひ
ら
か
れ
る
。

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
さ

そ
い
あ
わ
せ
て
み
ん
な
こ
の
大
会

に
参
加
し
ま
し
よ
う
。

と
き
　
八
月
四
日
（
火
）
八
時
三

〇
分
か
ら

と
こ
ろ
　
長
門
市
中
央
公
民
館

◇
大
会
の
お
も
な
も
の
は
◇

環
境
衛
生
優
良
団
体
表
彰
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
青
年
会
議
所
か

ら
の
施
設
贈
呈
。

住
民
代
表
の
意
見
発
表
（
婦
人

会
、
区
長
会
、
青
年
団
）

助
言
者
・
市
長
、
県
衛
生
部

長
ほ
か
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
水
産
高
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
）

風
船
三
〇
〇
〇
個
を
と
ば
し
、

く
ば
る
。

そ
の
ほ
か
、
小
講
堂
で
『
コ
ー

ナ
ー
』
を
も
う
け
る
。

・
栄
養
コ
ー
ナ
ー

・
食
品
衛
生
コ
ト
。ナ
ー

・
成
人
病
、
伝
染
病
コ
ー
ナ
ー

・
預
血
、
献
血
コ
ー
ナ
ー

・
美
の
コ
ー
ナ
ー

『
モ
デ
ル
キ
ツ
チ
ン
と
電
化
展

名
産
コ
ー
ナ
ー

定
例
歌
旬
会
か
ら

長
門
短
歌
会

選

（
雑
　
詠
）

さ
り
げ
な
く
残
せ
し
Ｉ亘
芋
の
た
た

か
く
胸
に
ひ
ろ
ご
り
見
込
り
て
佇

つ
　
　
　

俵
　
山
　
藤
本
み
さ
を

子
と
二
人
歛
な
き
部
屋
も
余
り
居

て
厨
に
囗（
の
塩
．ぐ
ぷ
を
き
く

渋
　
木
　
丘
本
邦
子

昏
れ
て
な
お
野
に
立
つ
父
母
を
拉

つ
子
ら
よ
汚
れ
し
ま
ま
の
衣
服
ま

と
い
て
　
藤
　
中
　
堀
田
す
み
え

（
当
李
雑
詠
）

眠
れ
ざ
る
灯
を
巡
り
居
る
噬
一
つ

赤
　
郷
　
吉
崎
松
之
進

退
職
の
挨
拶
状
や
梅
雨
曇

俵
　
山
　
藤
本
み
さ
を

故
郷
の
虫
も
運
ば
れ
夏
野
菜

藤
　
中
　
岡
　
正
代

公
明
選
挙

川
柳
募
集

明
る
い
機
智
と
鋭
い
諷
刺
（
ふ

う
し
）
を
柔
ら
か
な
ユ
ー
モ
ア
に

く
る
ん
だ
川
柳
で
こ
れ
を
公
明
選

挙
推
進
に
一
役
買
わ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
。

応
募
方
法

内
容
　
　
公
明
選
挙
を
衣
現
す
る

も
の
。

投
句
要
領
　
官
制
ハ
ガ
キ
ー枚
に

一
句
記
載

締
切
口
　
　
八
月
十
五
日

投
句
先
　
　
山
口
市
西
京
橋

毎
口
新
聞
販
売
所
気
付

山
口
県
川
柳
会
あ
て

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
総
務

課
内
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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